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アジア・太平洋地域での研究開発の競争と協調
ー電動車、電池、材料に関する事例ー

トヨタ自動車(株)
先端材料技術部 CPE

射場英紀



新原理, 新手法
学理構築

材料

製品

部品
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カーボンニュートラル

電動化
HEV,PHEV,FCEV
BEV

革新型電池
１）全固体電池
２）ナトリウム電池

ナノ材料
１）固体電解質
２）ナトリウム正極

界面現象分析
イオン伝導
マテリアルインフォマティクス
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３５０万台／１０００万台／１億台
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http://www.toyota.co.jp/jpn/events/culture/dreamcar/gallery.html
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2010 名古屋

金属空気電池
反応解析

2016 東京

全固体電池
固体電解質

2013 大阪

Naイオン電池
正極材料

2020 名古屋

Fイオン電池
正極材料

「一家に１枚元素周期表」 文部科学省
より抜粋

電池技術委員会賞
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Kanno et. al., NatureMaterials, Advanced online publication, DOI:10.1038/NMAT3066, (2011)
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硫化物系超イオン伝導体を用いた高出力全固体電池

High-power all-solid-state batteries using sulfide superionic conductors

Nature Energy 1 : 16030 doi:10.1038/nenergy.2016.30 | Published online 21 March 2016.



材料の革新
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イオン伝導度

電
極
厚
さ

10-110-210-310-4

電極厚さと動作電圧の両立

（容量と出力の両立）
Taro Hitosugi et al., ACS Appl. Mater Interface, 10 (2018) 

41732



固体電解質
（固体でもリチウムイオンが移動できる物質）

↓
リチウムイオンの移動速度が電池の定常出力を決める

Li(4-x)Ge(1-x)PxS4
↓

リチウムイオンが速く動ける
構造を持つことを実験的に見出した

従来型研究

日本：A社・B大の成果
2011年７月31日 結晶構造論文
2012年10月５日 電池特性論文

米国：材料ゲノム計画 MIT・C社の成果
2011年11月4日 構造特性予測論文
2012年10月１日 組成最適化論文

Li(4-x)Ge(1-x)PxS4
↓

実験なしでデータ分析
実験に匹敵する結果を導出

マテリアルズインフォマティクス的手法

Li(4-x)Ge(1-x)PxS4

材料ゲノム計画の取組の中で実験なしで高性能電池用材料を発見

ー
極

＋
極

Li+
Li+

Li+



nano tech 2022

材料技術者がクリエイティブな仕事に没頭できる環境を作り、
新素材の創出を加速したい

Project owner

先端材料技術部

庄司CPE
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実験データから情報を余すことなく取り出すことで、
少量のデータからでも様々な解析が可能となります。
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